
香
美
市
立
美
術
館

ア
ー
ト
の
窓

ア
ー
ト
の
窓

吉
井
勇
記
念
館
だ
よ
り

吉
井
勇
記
念
館
だ
よ
り

吉
井
勇
記
念
館
だ
よ
り

吉
井
勇
記
念
館
だ
よ
り

寂
し
け
れ
ば
爐
に
あ
か
あ
か
と
火
を
燃
や
し

寂
し
け
れ
ば
爐
に
あ
か
あ
か
と
火
を
燃
や
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ほ
の
ぼ
の
と
し
て
も
の
思
ひ
居
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ほ
の
ぼ
の
と
し
て
も
の
思
ひ
居
り

①
＝
１
位
②
＝
２
位
③
＝
３
位

◆
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス

■
９
月
29
日

工
科
大
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

・
男
子
ダ
ブ
ル
ス
（
１
部
）

①
大
根
田
嶺
花
・
正
岡
公
熙

②
大
塚
香
菜
・
橋
本
駿
太

③
逸
見
隼
久
・
福
田
光
洋

土
佐
山
田
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

・
男
子
ダ
ブ
ル
ス
（
２
部
）

①
川
西
善
郎
・
小
松
孝

②
太
田
和
久
・
北
村
實
三
男

③
長
原
拓
巳
・
堀
内
貴
臣

・
女
子
ダ
ブ
ル
ス

①
中
ノ
内
玲
凪
・
渡
辺
心
色

②
山
岡
明
香
・
和
田
愛
美

③
川
村
紗
也
・
塚
地
由
妃

◆
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
（
男
女
６
人
制)

■
10
月
６
日

土
佐
山
田
体
育
館

①
Ｚ
Ｏ
Ｏ
②
暇
人

③
高
知
工
科
大
学

◆
弓
道

■
10
月
６
日

山
田
高
校
弓
道
場

・
高
校
生
以
下

①
明
神
絢
②
小
川
晋
平

③
山
田
琉
生

■
10
月
27
日

時
久
弓
道
場

・
一
般
弐
段
以
上
の
部

①
西
峯
秋
平
②
岡
本
明
弘

③
前
田
薫

・
初
段
以
下
の
部

①
山
内
菜
緒
②
大
崎
星
矢

③
日
笠
響
貴

◆
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

■
10
月
14
日

市
民
グ
ラ
ウ
ン
ド

①
植
田
ク
ラ
ブ
②
発
電
管
理
事

務
所
③
ホ
ワ
イ
ト
ス
ワ
ン
ズ

◆
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
（
女
子
９
人
制)

■
10
月
27
日　

舟
入
小
体
育
館

①
山
田
マ
マ
②
香
長
ク
ラ
ブ

③
鏡
野
中
学
校

◆
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

■
11
月
３
日　

工
科
大
体
育
館

・
団
体
１
部

①
Ｙ
Ｂ
愛
好
会
Ａ
②
Ｆ
Ｂ
い
ち

③
Ｆ
Ｂ
に
い

・
団
体
２
部

①
Ｙ
Ｂ
愛
好
会
Ｃ
②
ナ
タ
デ
コ

コ
コ
③
山
田
ク
ラ
ブ

◆
卓
球

■
11
月
10
日

土
佐
山
田
体
育
館

・
団
体

①
高
知
工
科
大
学
卓
球
サ
ー
ク
ル

②
土
佐
山
田
Ｃ
③
土
佐
山
田
Ａ

・
個
人
１
部

①
原
一
貴
②
松
尾
信
之
介

③
鈴
木
亮
佑
③
星
原
瑠

・
個
人
２
部

①
池
上
大
輝
②
比
与
森
来
翔

③
川
田
将
生
③
門
脇
永
十

◆
ペ
タ
ン
ク

■
11
月
10
日　

山
田
高
校
校
庭

①
ビ
ッ
グ
リ
バ
ー
②
パ
ル
ト
ネ

ー
ル
③
香
北
リ
ア
ン
③
チ
ー
ム

土
佐
山
田

香
美
市
体
育
大
会

ラ
ー
ジ
ボ
ー
ル
卓

球
交
流
大
会

ス
ポ
ー
ツ

　

ニ
ュ
ー
ス
！

◆
マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ

■
11
月
25
日

土
佐
山
田
マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
場

・
36
ホ
ー
ル

①
城
山
優
②
恩
地
貞
夫

③
城
山
美
津
子

・
18
ホ
ー
ル

①
秋
山
温
子
②
浜
田
千
代

③
中
内
イ
ク
ノ

◆
ビ
ー
チ
ボ
ー
ル
バ
レ
ー

■
12
月
１
日　

土
佐
山
田
体
育
館

・
男
子

①
ど
り
い
む
②
マ
ズ
ル
カ

③
楠
目
ビ
ー
チ
ボ
ー
ル
バ
レ
ー

・
女
子

①
香
長
ビ
ー
チ

②
片
地
コ
ス
モ
ス

③
楠
目
ビ
ー
チ
ボ
ー
ル
バ
レ
ー

◆
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ

■
12
月
1
日

土
佐
山
田
ス
タ
ジ
ア
ム

①
横
山
潔
子
②
石
田
角
視

③
竹
島
道
夫

白
ゆ
り
の
部

①
中
村
由
衣
②
村
田
裕
也

③
島
内
誠

■
９
月
22
日　

土
佐
山
田
体
育
館

・
１
部
リ
ー
グ

①
田
中
翔
・
橋
田
幸
子(

な
ぎ
さ

会
）
②
押
谷
優
・
竹
村
知
佐
子

(

香
美
市
L
B
C)

③
小
松
計

夫
・
深
川
純
子(

ヤ
マ
モ
モ)

・
２
部
リ
ー
グ

①
樋
口
優
・
上
村
貴
子(

ヤ
マ
モ

モ
）
②
宗
石
恭
明
・
村
岡
啓
子

(

Ｆ
Ｃ
江
陽)

③
和
田
泰
司
・
森

田
佐
喜
子(

長
岡
西
部
Ｔ
Ｃ)

・
３
部
リ
ー
グ

①
桑
原
高
志
・
岡
本
是
紀(

ピ
ン

ポ
ン
館)

②
大
原
幸
寿
・
楠
輝
美

(

太
陽
ク
ラ
ブ)

③
小
松
英
一

郎
・
小
川
美
樹(

赤
野
ク
ラ
ブ)

・
４
部
リ
ー
グ

①
有
澤
秀
子
・
山
影
ひ
と
み(

Ｌ

Ｂ
Ｃ
安
芸)

②
竹
本
静
子
・
橋
田

暁
子(

ま
ほ
ろ
ば
南
国)

③
横
山

隆
一
・
高
橋
君
江(

あ
け
ぼ
の
ク

ラ
ブ)

吉
井
勇
全
集
第
二
巻
収
録
『
天
彦
』
よ
り

あ
し
た

そ
う
ろろ

　

香
美
市
立
美
術
館
で
は
、
収
蔵
品

の
中
か
ら
自
然
や
植
物
を
描
い
た
作

品
を
選
び
、
『
美
術
の
森
へ
よ
う
こ

そ
』
と
題
し
た
展
示
を
し
ま
す
。
油

彩
画
を
は
じ
め
日
本
画
、
版
画
、
工

芸
な
ど
様
々
な
表
現
の
作
品
が
並
び
、

お
だ
や
か
で
ゆ
っ
た
り
し
た
空
気
を

感
じ
て
い
た
だ
け
る
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

　

こ
の
よ
う
に
当
館
の
収
蔵
品
を
多

く
の
方
に
見
て
い
た
だ
け
る
機
会
を

つ
く
り
、
作
品
に
も
っ
と
光
が
当
た

る
よ
う
な
企
画
に
し
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

　

ま
た
、
今
回
は
高
知
県
立
美
術
館

が
『
県
美
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
出
張
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
』
と
し
て
、
４
点
の
作
品

の
貸
出
し
を
受
け
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
本
展
の
ポ
ス
タ
ー
に
使
用
し

た
高
橋
虎
之
助
の
『
お
や
つ
時
』

を
は
じ
め
、
山
本
倉
丘
の
『
朝
』

と
『
晨
』
、
濱
口
喬
夫
の
『
老
樹

の
春
』
な
ど
通
常
あ
ま
り
見
ら
れ

な
い
作
品
も
展
示
し
ま
す
。

　

一
年
で
一
番
寒
い
季
節
で
す
が
、

暖
か
い
展
示
室
の
中
で
、
心
豊
か

な
時
間
を
お
楽
し
み
に
な
っ
て
は

い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

（
館
長
・
都
築
房
子
）

２月８日（土）～３月２２日（日）

休館日／月曜日（祝日の場合は開館し、翌日休館）

第
17
回
吉
井
勇
顕
彰
短
歌
大

会
表
彰
式
の
終
了
後
、
今
大
会

選
者
の
玉
井
清
弘
氏
さ
ん
に
よ

る
講
演
会
を
行
い
ま
す
。

　

大
会
へ
の
作
品
投
稿
の
有
無

に
か
か
わ
ら
ず
、
ど
な
た
で
も

参
加
で
き
ま
す
。

※

入
場
無
料

【
日
時
】
３
月
14
日
（
土
）

13
時
～　

表
彰
式

14
時
～　

講
演
会

吉
井
勇
顕
彰
短
歌
大
会　

講
演
会

■
問
い
合
わ
せ
先　

吉
井
勇
記
念
館　

☎
58・

２
２
２
０

【
場
所
】
猪
野
々
集
会
所

（
吉
井
勇
記
念
館
隣
）

【
講
師
】
玉
井
清
弘
さ
ん

（
『
音
』
選
者
）

【
送
迎
バ
ス
】

香
美
市
役
所
本
庁
舎
前
よ
り
、

Ｊ
Ｒ
バ
ス
美
良
布
駅
経
由
。

行
き

12
時
発
（
Ｊ
Ｒ
バ
ス
美

良
布
駅
12
時
20
分
）

帰
り

15
時
40
分
発

※

無
料
・
要
予
約

　

渓
鬼
荘
と
云
ふ
の
は
、
土
佐

の
国
韮
生
の
山
峡
、
猪
野
々
の

里
に
あ
る
、
私
の
さ
さ
や
か
な

草
廬
の
名
で
あ
る
。
六
畳
と
四

畳
半
と
二
間
き
り
の
、
萱
葺
屋

根
の
田
舎
家
で
あ
つ
て
、
大
き

な
爐
を
切
つ
た
う
へ
に
は
、
煤

で
黒
ず
ん
だ
自
在
の
竹
に
、
古

び
た
釜
が
懸
か
つ
て
ゐ
る
の
だ

が
、
も
う
数
年
の
間
住
み
棄
て

た
ま
ま
に
な
つ
て
ゐ
る
か
ら
、

灰
も
冷
た
く
な
つ
て
ゐ
る
で
あ

ら
う
と
思
ふ
と
、
こ
こ
に
籠
居

し
て
ゐ
た
時
分
の
こ
と
が
、
い

ろ
い
ろ
胸
に
浮
ん
で
来
る
。

（
吉
井
勇
全
集
第
七
巻
『
相
聞

居
随
筆
』
よ
り
）

　

吉
井
勇
作
品
紹
介

美術の森へようこそ

▲おやつ時／高橋虎之助（高知県立美術館所蔵）

▲花園／タカハシユミコ

１９ Kami １８Kami


